



京都大学 附置研究所 ・センター シンポジウム : 京都から
の提言 -21世紀の日本を考える(第6回)- 「混沌の時代に光




















































































































































































































































































































































































子の写真が飾つであって、そこに 120 0 4 
1 2月26目、津波の犠牲で亡くなった私たち
の1人娘サブイラjと書かれていました。
この額を見て、この土産物屋の意味がわかりました。サブイラというお屈の名前はこの女の子
の名前をとったものでした。かわいい刺繍入りのTシャツや、大人のイスラム教徒の女性が着
る服は、もうサブイラちゃんに服を買って着せてあげることができなくなったお父さんやお母さ
んが買ってあげた服だったので、すO 子ども用のジュースやお菓子しか置いていない隣の食料品屋
は、サブイラちゃんの喉が渇かないように、お腹が空かないように、サブイラちゃんに用意した
ものだったのです。
これは、いわばサブイラちゃんのお墓なのです。名前と命日が入った額が墓碑のかわりで、お
土産物屋さん全体でサブイラちゃんを弔っているのです。
先ほどお話ししたように、この地区には700棟の住宅が必要だと雷われて支援団体が700
棟の復興住宅を作ったけれど、空き家のままになった家が多いことが問題になりました。土産物
屋に改造すると、明らかにそこに住まないわけですから、さらに大きな問題になります。しかし、
土産物屋のサフィラの例のように、「数えられるものjである 700棟という数字を取り上げ、そ
れに満たなかった理由を lつlつ調べていくとその裏側に「数えられないものjが張り付いてい
ることがわかります。
誤解していただきたくないので繰り返しますが、私は、「数えられるもの」と「数えられない
ものJは別物なので、「数えられるものjばかり見るのはやめて「数えられないものJにも自を
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向けようと古っているのではありません。「数えられるものjと(数えられないものJはいつも
一緒にあります。「数えられないものjは、いつも「数えられるものjの裏側に張り付いています。
だから、「数えられるものjを見て、数値が目標に達していないから努力が足りないと批判する
のではなしその裏に何があるのかを考えてみることが大切なのです。「数えられるものJを見
ることは大切ですが、それは「数えられるものjそのものが大切なのではなく、その裏にある「数
えられないものjを見つけるきっかけになるという意味で大切なのです。
このほかに、アチェの津j皮静物館のお話や、集団埋葬地のゲートに書かれた言葉の話も用意し
ていたのですが、もう時間がありませんので別の機会にお話しさせていただくことにします。
最後に、今日お話しした3つのことをまとめておきます。 1つめは、「災害は日常生活の延長
上にあるJということです。したがって、災害対応や復興を考えるときには被災後だけや被災地
だけを見るのではなく、持聞と空間の広がりの中で被災と復興を捉える必要があります。2つめは、
流動性の高さとt¥う観点を取り入れて防災や復興を考えることが大切で、そこでは「つながり力J
と「縫いしろjという 2つのキーワードが重要になります。そして3つめは、「数えられるものj
の裏には「数えられないものJが張り付t¥ているということです。今日は空き家が多いと吉われ
た復興住宅で土産物屋を通じた娘の弔いの例をご紹介しましたが、「数えられるものjの裏に「数
えられむものjが張り付Lミてt¥るとt¥うのは災者菱興だけに限りません。私たちはいろいろな
場面で数値による評価を受けています。数値による評価自体は1つの方法として妥当性があると
思いますが、数値を満たしていないものを見たときに、どうして数値を満たしていないのかと怒
るのではなく、その裏に張り付Lミている「数えられないものJを見つけるきっかけとして受け止
めることが、災害復興を含めた私たちの暮らしのさまざまな場面で大切になるのではなし功￥と思
t¥ます。
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